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昭
和
の
は
じ
め
、
日
本
は
慢
性
的

な
経
済
不
況
に
あ
り
、
沖
縄
も
ソ
テ

ツ
地
獄
と
呼
ば
れ
る
苦
境
に
陥
り
ま

し
た
。
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に

人
々
が
試
み
た
の
が
、
観
光
産
業
の

育
成
。
し
か
し
、
貧
困
に
あ
え
ぐ
島

は
観
光
の
魅
力
に
乏
し
く
、
や
が
て

戦
時
色
が
強
ま
る
と
、
観
光
産
業
に

よ
る
発
展
の
夢
は
消
え
去
り
ま
し
た
。

　
戦
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
日
本
本

土
か
ら
沖
縄
戦
で
親
族
・
知
人
を
亡

く
し
た
人
々
が
、
慰
霊
の
旅
で
沖
縄

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
米
国
統
治
下
の
沖
縄
に
は
舶

来
品
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
目
的
と
し
た
観
光
客
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
動
き
を
み
た
米

国
民
政
府
は
、
沖
縄
の
海
洋
観
光
地

化
を
企
画
し
、
ハ
ワ
イ
な
ど
に
調
査

団
を
派
遣
。
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
言
葉

が
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
時
代
、

人
々
は
海
が
観
光
資
源
に
な
る
と
い

う
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　
本
土
復
帰
後
、
県
は
観
光
開
発
基

本
計
画
の
策
定
、
観
光
振
興
条
例
の

制
定
な
ど
に
よ
り
、
観
光
産
業
の
育

成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
観
光
関
連
団

体
や
民
間
企
業
も
調
査
研
究
や
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
に
よ
り
、
観
光
産
業

の
活
性
化
を
試
み
ま
し
た
。
こ
う
し

た
施
策
が
功
を
奏
し
、
令
和
元
年
に

は
入
域
観
光
客
数
が
１
千
万
人
を
突

破
。
観
光
は
沖
縄
の
主
要
産
業
へ
と

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
沖
縄
の
自
然
や
観
光

施
設
、
歴
史
や
文
化
の
魅
力
に
加
え
、

沖
縄
の
人
々
の
温
か
さ
や
優
し
さ
と

い
っ
た
内
面
に
ひ
か
れ
、
訪
れ
て
く

る
人
々
も
増
え
ま
し
た
。
観
光
立
県

と
し
て
の
沖
縄
の
魅
力
は
さ
ら
に
深

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

  1990年代
後半から
沖縄ブームに

琉球王国の象徴、
首里城

祖国復帰記念！
沖縄国際海洋博覧会

読谷村の
村おこし事業から誕生

さらなる発展の鍵を握る高付加価値化

1986年に読谷村で、村おこし事業と
して開発されたのが御菓子御殿の「元
祖 紅いもタルト」。現在では日常的な
お菓子、そして沖縄の代表的な土産
品として定着しています。地域への
想いが込められた紅いもタルトの成
功は、地域活性化の成功事例として
も注目されています。

1975年に開催された沖縄国際海洋博
覧会は、沖縄の経済発展の起爆剤にな
ることが期待されましたが、石油危機
による景気後退期と重なり、入場者は
伸び悩むことに。開催後には倒産や失
業者も増加。ただ、道路や港湾、空港
などのインフラ整備が進んだため、沖
縄の観光産業興隆の契機になりました。

本島北部に新たなテーマパーク「ジャングリア」が、2025年開業予定であると発表されました。
沖縄観光産業は滞在日数の長期化、1人当たり観光消費額の増加の達成といった課題を抱えて
きました。ジャングリアの誕生をきっかけに、沖縄観光産業が量（観光客数）を追い求めてき
た観光から、質（高付加価値）を重視した観光へと変わることができるのか注目されています。

沖
縄
観
光
年
表

沖
縄
観
光
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

沖
縄
の
魅
力
と
観
光
産
業

沖縄戦で焼失した首里城は1992年に一
部復元されましたが、2019年10月に
発生した火災により再び焼失しました。
火災後多くの支援が寄せられ、2022年
11月より復興工事がスタート。現在は
「見せる復興」をテーマにした工事の様子
が見学できます。2026年の正殿完成に
向け復興の歩みを着実に進めています。

沖
縄
観
光
協
会
設
立

1
9
3
6
年

大
阪
商
船「
沖
縄
視
察
団
」遊
覧
ツ
ア
ー
実
施

1
9
3
7
年

那
覇
市
波
の
上
に
沖
縄
初
の

貴
賓
ホ
テ
ル
、沖
縄
ホ
テ
ル
開
業

1
9
4
1
年

琉
球
政
府
工
務
交
通
局
陸
運
課
に

観
光
係
を
新
設

1
9
6
0
年

沖
縄
県
観
光
開
発
基
本
計
画（
第
一
次
）策
定

1
9
7
6
年

A
N
A
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

1
9
7
8
年

沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
開
催

1
9
7
5
年

J
A
L
沖
縄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

1
9
7
7
年

沖
縄
県
観
光
振
興
条
例
制
定

1
9
7
9
年

第
１
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
開
催

1
9
9
0
年

首
里
城
公
園
一
部
開
園

1
9
9
2
年

（
財
）沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
発
足

1
9
9
6
年

九
州・沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
会
合
開
催

2
0
0
0
年

「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」が

世
界
遺
産
に
登
録

2
0
0
0
年

N
H
K「
連
続
テ
レ
ビ
小
説
」で

『
ち
ゅ
ら
さ
ん
』放
映

2
0
0
1
年

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
開
館

2
0
0
2
年

火
災
に
よ
り
首
里
城
が
焼
失

2
0
1
9
年

N
H
K「
連
続
テ
レ
ビ
小
説
」で

『
ち
む
ど
ん
ど
ん
』放
映

2
0
2
2
年

「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自
然
遺
産
登
録

2
0
2
1
年

昭
和

平
成

令
和

13 2
観光客を迎える「WELCOME TO NAHA」のゲートが
特徴の1967年の那覇空港（沖縄県公文書館所蔵）

2014年に運用開始した那覇港泊埠頭若狭バースは
沖縄のクルーズ船観光の玄関口に

1990年頃の那覇市泊港での
海中観光船試乗会（那覇市歴史博物館提供）

海洋博PR団出発式（沖縄県公文書館所蔵） 海洋博の水上ショー（沖縄県公文書館所蔵）

1975年の沖縄国際海洋博覧会
開催に向けて設置されたカウント
ダウンタワー（沖縄県公文書館所蔵）

NHK朝の連続テレ
ビ小説「ちゅらさん

」は1990年代後半
からの

沖縄ブームの火付
け役に。舞台とな

った小浜島には記
念碑も

建てられている（
竹富町観光協会提

供）

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

（御菓子御殿での初期の紅いもタルト製造
風景／御菓子御殿提供）

画像提供：ジャパンエンターテイメント

（沖縄国際海洋博覧会メイン会場アクアポ
リス／那覇市歴史博物館提供）

（在りし日の首里城正殿） 沖縄国際海洋博覧会は
本土復帰記念の
一大イベント

注目トピックス注目トピックス

ドルで買い物を楽しむ観光客（那覇市歴史博物館提供）

本土復帰前の沖縄旅行はパスポートが必要

7 6美 ら 島 沖 縄 2024.7 美 ら 島 沖 縄 2024.7
7月は

県産品奨励
月間です。

はし
けるイイね！ 県産品笑顔これ7月は

県産品奨励
月間です。

はし
けるイイね！ 県産品笑顔これ


